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になりますように、大変小さな町です。人口は 3 万 2 千人ほどです。それから学校数では、幼









































 まず、写真は大きく 2 つに分けました。1 つは西小磯東地区、それから後から出てくるのが
西小磯西地区です。若干の行事の違いなどもありますので、分けたほうが説明もしやすいとい
うことで分けました。8 月の 6・7 日、いわゆる月遅れの日が七夕ということでもともと決ま
っておりました。この写真は西小磯東で、8 月 6 日に子どもたちが竹飾りを持って集まったと
ころです。実際には 8 月 1 日に宿というものを決めまして、一番の年長者がその宿を受け持つ
のですが、そこで子どもたちが集まって、ごはんを食べたりする、そういう宿という制度があ
























 明治生まれのご年輩の方のお話によると、6 回回って次の日に 7 回目を回るとおっしゃって
報告 1 （佐川） 
10 






























ただちょっと違うのは、七夕踊りという、子どもたちがお面を被って 1 軒 1 軒回るという行事
































 翌朝、竹神輿を海に流します。この写真を見ていただきますと、小学生が 3 人、それから高
校生が１人、実際に泳いで沖まで行っております。 























 ところが、昭和 40 年代に入りますと、これがガラッと変わります。子どもが単純に少なく
なりまして、子ども連が結成できなくなる。西小磯東では昭和 50 年のときに 4 人ぐらいしか
いませんでした。それで翌年は実施しませんでした。西小磯西でも昭和 40 年から 50 年ごろ
にかけて相次いで実施できなくなってしまった。ところが昭和 51 年に、ある 1 人の有志が立


























今子ども会があるのは 17 地区。ただ、規模の大きな地区がありますので、団体としては 23
団体あるのですが、子ども会のない地区が 7 地区あります。そのうち、2 地区は今年、解散し
















































































































































報告 2 （北村） 
18 
ます。 






















 そういった大鹿歌舞伎ですけれど、この写真にあるような舞台が、今現在 4 カ所、村の中に
残っております。最盛期にはこういった舞台、これは間口が 6 間、奥行きが 4 間、総 2 階で、
2 階が楽屋になっておりまして、下の舞台で歌舞伎を上演するという、これは回り舞台が付い
た舞台であります。こういった舞台が、最盛期には 13 カ所あったという記録があります。 





































 おかげさまで、現在、大鹿歌舞伎の役者の中の若者たち、20 代、30 代の若者たち、この歌
舞伎クラブの OB たちが村に戻ってまいりまして、一生懸命芸を継承しております。これは見
事にその成果が発揮されたということだと思います。 





















残っております。この歌舞伎を平成 6 年からずっと継続をしておりまして、大鹿では平成 8 年
に当番村ということで、この 3 県をぐるぐる回ってやっているわけなんですけれど、そういっ
た広域的な取り組みもやっております。 











 続いてこの地芝居伝習塾の第 3 期という感じでありますけれど、平成 17 年から 19 年度に
かけて歌舞伎教室というのを開催しました。この歌舞伎教室が対象にしたのは、中学校歌舞伎










力を求めて、子どもたちに歌舞伎を一幕やっていただきます。だいたい 2 学期の後半から 3 学
期にかけて、週 1 回 2 時間の授業で稽古をしまして、3 月の年度末に発表会を持ちました。こ








































北村 はい。財団法人化したのは昭和 61 年ということで、当時村の一般会計のほうから 2,000













報告 2 （北村） 
22 




















































 それから、3 つ目の資料といたしまして、こども教室事業は平成 15 年度から今年で 7 年目
を迎えておりますが、その 7 年間にどのような分野がどのように推移してきたかという横長の
表を用意してございます。それをご覧になりますと、どの分野がどのように伸びてきたか一目






報告 3 （松本） 
24 
文化活性化国民協会は、平成 13 年に、日本伝統文化活性化議員連盟が 114 名の議員を中心に
発足いたしまして、議連の発意のもとに、伝統文化活性化事業は財団をつくって行うというこ














ざいますが、予算規模は平成 15 年のときは 10 億円でございました。それが 21 年度、今年度












 それから実施期間でございますが、以前は 6月から 3 月までということでやっていたのです
が、3 月が終わってから最終的な決算処理が大変混雑するものですから、20 年度から、20 年
























 申請のときには、最大 90 万まで申請していいということにしてございます。実際 90 万と
書いて出される団体もございますけれども、先ほどご紹介しましたように、全国で 5,300 件も
出てまいりますと、なかなかそういうわけにもまいりませんで、選考委員会で選考いたしまし























なら 10 人予定して、お花を 10 人分予定していたところが、こどもがその日になって 2、3 人
休んでしまうとか、風邪引いたり何かしてやむを得ないこともあると思うのですが、そういう
ときに余ったお花をどうするのかとか、いろいろ細かいことがあるのでございますが、そうい


































































 平成 15 年から 21 年度までの累計で申し上げますと、実施した団体が約 2 万 3,600 になり
ます。1 団体当たり 10 人を原則として集めてやってもらうことになっておりますので、おお







































































































松本 今おっしゃった 5 年で取りあえず切るという、切るといいますか申請できないというこ

















































































 さらにもう 1 つは行政改革の点からなんですが、うちの学校も市町村合併などがあって、ど
んどん行政改革が進められております。縦割り行政というのは変わらないのですが、その中で
人員が削減されるときに、公民館主事の方々から削減されていっているように思います。私の























 2 つ目には、そのクラブ活動の指導者は地域の指導者であるということ。そしてもう 1 つは、
理屈でなくて、理論でなくて、体験させるのだということです。いろんな理論的な学習をさて
おいて、まずは体験してその面白さに気づいてもらおうと。体験してもらおうということです。 
 それから 3 つ目には、このクラブ活動というのは、学習指導要領では 4 年生以上となってい
るんですが、その特例の 1 つとして、小規模校であれば 3 年生から行う、実施するのも可能で
あるということが記載されております。それを受けて、うちの学校は全校児童が 36 人しかお




































































 実はこの「新そばまつり」、先週の日曜日、この間 11 月 15 日に行ったばかりです。午前に
は学習発表、それからそば打ちというものをやりました。そして午後から、下直根番楽の観賞
ということで、大人の獅子舞を舞ってもらいました。それから鳥舞という番楽もやっていただ
きました。それからもう 1 つには、三番叟という演目があるのですが、これは本校児童の 6 年
生佐藤駿君が地域で頑張っていますので、その子が披露したということです。 











































































































































































































報告 5 （小谷） 
40 





で、本当は話者の家に 1 軒 1 軒行って、何人かのグループごとにやっていくというのがいいん
ですけれど、いろいろなことを考えると、話者に学校に来てもらって学校で調査を行うという
スタイルにしました。 





分授業で都合 3 回、ですから結構な時間をこのものに割いてもらったと思います。 
 レジュメのほうに資料 2 という形で「こんなしつもんをしてみよう！」というふうに書いて



























































































































































報告 5 （小谷） 
44 
























































































































子どもたちを育成してくれないかという…。A と B が 2 つに分かれ、両者がつながって何とか
総合討議 
48 





























































































































































































































































































































































































































































































































北村 昭和 50 年からと言いますと、大体延べ人数で歌舞伎クラブに関わった生徒たちという
























































































































































































はどのようなことをされていたのでしょうか」というのが 1 番目。それからもう 1 つは、仙台
市の伊藤さんからのご質問で、「芸能指導者はどのように時間的に確保したのでしょうか。お
勤めの方もいるでしょうから。そして、謝礼等はどうされましたか」というご質問です。まず、























































コーディネーター はい、ありがとうございます。あと、金先生に 2 つなんですが、これはち
ょっと総合してまとめて答えてもいいのかなと思いますが、ご質問は統廃合の話が出ていまし
た。鳥取県の原島さんと和歌山県の蘇理さんからのご質問ですが、統廃合ということがありま
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開 催 日 実　　施　　内　　容 参加人数 場　所
6月 8日 開講式　横笛の種類・笛の持ち方・音の出し方 14 花巻市文化会館
6月15日 基本練習　花巻囃子（行進囃子）入門編の練習 16 〃
6月22日 〃 13 〃
6月29日 〃 19 〃
7月13日 〃 13 〃
7月20日 花巻囃子入門編の練習花巻囃子裏囃子の練習 13 〃
7月27日 〃 12 〃




8月23日 〃 9 〃
8月30日 〃 8 〃




9月12日 山車連合パレードに参加 14 上町お祭り広場
9月13日 花巻ばやし踊りパレードに参加 20 〃
9月14日 山車連合パレードに参加 20 〃














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































開 催 日 実　　施　　内　　容 参加人数 場　所




 6月21日 楽士の基本練習 12 〃
 7月 5日 〃 13 〃
 7月12日 舞い方の基本練習（大蛇） 13 〃
 8月 2日 〃 12 〃
 8月23日 全体練習（大蛇） 13 〃
 8月29日 基本練習（猿） 13 〃
 9月 6日 全体練習（猿） 13 〃
 9月13日 〃 13 〃
 9月20日 全体練習（大蛇） 13 〃
 9月27日 〃 13 〃
10月 4日 全体練習（猿） 13 〃
10月18日 〃 13 向峠剣霊神社神楽殿
10月23日 〃 13 〃
10月26日 秋まつり神楽奉納（猿） 13 〃





12月20日 全体練習（猿） 13 向峠小学校体育館
 1月24日 〃 13 〃
 2月14日 〃 13 〃
カリキュラム
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第 4 回無形民俗文化財研究協議会 アンケート集計結果 
 
 
 (3) この研究協議会に出席して有意義だったと考える理由 
（非常に有意義だったと回答したもの） 
















参加者総数 107  アンケート有効回答数 84 
   アンケート有効回答率 78.5% 
     
参加者内訳   参加者所属  
①一般参加者 98  ①行政関係者 72 
②事例報告者 5  ②保存会関係者 4 
③コメンテーター 2  ③研究者 24 
④司会・コーディネーター 2  ④その他 7 
     
アンケート結果     
(1)-3 所属（複数回答あり）   (2) この協議会に参加して  
①行政関係者 62  ①非常に有意義だった 55 
②保存会関係者 2  ②有意義だった 29 
③研究者 14  ③参加する必要はなかった 0 
④その他 7  ④無回答 0 
⑤無回答 0    

















































































































































































































































































































































































第 4 回無形民俗文化財研究協議会 参加者 
 
赤澤 明 堺市市長公室国際部 
阿部 武司 （株）アサヒプロダクツ（東北文化財映像研究所） 
新井 卓 坂戸市教育委員会社会教育課 
飯島 満 東京文化財研究所無形文化遺産部 
石井 聖子 常陸大宮市歴史民俗資料館 
板垣 時夫 白岡町教育委員会生涯学習課 
伊藤 優 仙台市教育委員会文化財課 
伊野 義博 新潟大学教育学部 
入江 清次 新潟市文化観光・スポーツ部歴史文化課 
入江 宣子 日本民俗音楽学会 
上田 浩二 山梨県教育委員会学術文化財課 
鵜飼 均 亀岡市教育委員会社会教育課（亀岡市文化資料館） 
宇田 哲雄 川口市立文化財センター 
内田 幸彦 埼玉県教育局市町村支援部 生涯学習文化財課 
埋忠 美沙 早稲田大学演劇博物館グローバル COE 助手 
榎 美香 千葉県立房総のむら 
大熊佐智子 野田市教育委員会生涯学習部社会教育課 
大島 建彦 東洋大学名誉教授 
大山 孝正 福島県文化財センター白河館学芸課 
岡田 栄治 群馬県教育委員会文化財保護課 
小川 真 桶川市教育委員会生涯学習課 
香川 義美 （株）テレビ神奈川営業局 
懸田 弘訓 福島県文化財保護審議会委員 
柏村 修 神奈川県教育委員会教育局生涯学習文化財課 
金子 健 東京文化財研究所無形文化遺産部 
金田めぐみ 富山市教育委員会生涯学習課 
鹿山くみ子 太田市教育委員会文化財課 
刈田 均 横浜市歴史博物館 
川上由美子 埼玉県立歴史と民俗の博物館 
川本真由美 横須賀市教育委員会生涯学習課 
丸藤 真也 酒田市教育委員会文化課 
城井 智子 （社）全日本郷土芸能協会 
城所 恵子 神奈川県民俗芸能保存協会 
北出 猛夫 東京文化財研究所 
北村 尚幸 大鹿村教育委員会社会教育係 
吉川 周平 京都市立芸術大学名誉教授 
木原 善和 八千代市文化伝承館 
久保田裕道 東村山ふるさと歴史館 
栗田 武志 茨城県教育庁文化課 
小池 充 （財）長浜曳山文化協会 
小谷 竜介 宮城県教育庁文化財保護課 
小西 沙和 東京文化財研究所無形文化遺産部 
後野 真弥 鎌ヶ谷市教育委員会生涯学習部文化スポーツ課 
小峰 園子 葛飾区郷土と天文の博物館 
小谷田政夫 稲城市教育委員会生涯学習課 
金 利紀 由利本荘市直根小学校長 
近藤 静乃 東京文化財研究所芸能部 
佐伯 博文 品川区教育委員会事務局庶務課文化財係 
坂田 寿子 山村流伝統芸能研究会 
佐川 和裕 大磯町郷土資料館 
設楽 隆 多摩市教育委員会教育振興課総務・文化財担当 
清水 周 国立市教育委員会 生涯学習課 社会教育・体育担当 
神宮 善彦 群馬県立歴史博物館 
新堀 章江 目黒区教育委員会事務局地域学習課文化財係 
鈴木 裕子 八王子市教育委員会生涯学習スポーツ部文化財課 
鈴木 規夫 東京文化財研究所 
須藤 武子 日本民俗舞踊研究会 
角 美弥子 政策研究大学院大学 文化政策プログラム 
関 孝夫 上尾市教育委員会生涯学習課 
関口 宣明 調布市郷土博物館 
蘇理 剛志 和歌山県教育委員会生涯学習局文化遺産課 
高桑いづみ 東京文化財研究所無形文化遺産部 
田中 浩 鶴ヶ島市教育委員会社会教育課 
陳 玲 新潟県立歴史博物館 
出水 伯明 映像工房出水 
土居 浩 ものつくり大学 
德重 敬子 藤沢市教育委員会生涯学習課 
戸田 剛 浜松市役所生活文化部生涯学習課文化財担当 
中村 茂子 実践女子大学 
中村 規 都市民俗研究所 
中藪 規正 ブレインズネットワーク 
中山 弘樹 日野市郷土資料館 
南條 雅樹 財団法人ポーラ伝統文化振興財団 
錦織 稔之 島根県立古代出雲歴史博物館 
二本松文雄 南相馬市教育委員会文化財課 
橋本 裕之 盛岡大学文学部日本文学科 
服部比呂美 東京文化財研究所無形文化遺産部 
原島 知子 鳥取県教育委員会事務局文化財課 
半貫 芳男 狭山市教育委員会生涯学習部社会教育課 
樋口 昭  
俵木 悟 東京文化財研究所無形文化遺産部 
福持 昌之 京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課 
藤澤 麻子 船橋市郷土資料館 
星野 厚子 東京文化財研究所無形文化遺産部 
松崎 睦彦 東村山ふるさと歴史館 
松本 美虹 羽村市郷土博物館 
松本 保之 （財）伝統文化活性化国民協会 
松山 直子 東京文化財研究所無形文化遺産部 
真部 正明  
丸尾 依子 山梨県立博物館学芸課 
三井田章吾 朝霞市教育委員会文化財課文化財保護係 
道澤 明 横芝光町教育委員会社会教育課生涯学習係 
宮田 繁幸 東京文化財研究所無形文化遺産部 
宮永 一美 福井県教育庁文化課 文化財保護室 
宮部 遥 岐阜市教育委員会社会教育課 
宮前 功 東京都教育庁地域教育支援部管理課文化財保護係 
村上 晃子 墨田区教育委員会生涯学習課 
森 容子 東近江市教育委員会文化財課 
山崎あさぎ 戸田市立郷土博物館 
山崎 和巳 多摩市教育委員会教育振興課総務・文化財担当 
山下 祐樹 熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護係 
山村 恭子 館山市立博物館 
横尾 早紀 印西市教育委員会生涯学習課 
吉川 雅智 城陽市歴史民俗資料館 
吉田 剛文 板橋区教育委員会生涯学習課文化財係 
渡辺 直哉 三浦市教育委員会生涯学習課 
綿貫 潤 東京文化財研究所無形文化遺産部 
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 個人的な話になるが、私が「民俗の伝承と子ども」の問題に出会ったのは、自分が大学院で
民俗芸能の本格的な調査研究を志して最初に訪れたフィールドである、岡山県の備中神楽にお
いてであった。すでに 15 年も前のことだが、そこでは子どもが神楽をやるのはごく普通のこ
とだった。ただしそれは、「この地域では誰でも神楽を嗜むものだ」といったような、紋切り
型の民俗理解にありがちな状況のことではない。ある種の社会制度として「子ども神楽」の実
践が根付いていたのである。町の多くの学校には神楽クラブがあり、地域の色々な機会に「子
ども神楽大会」が催され、なんと子どもを対象にした神楽の私塾まであったのである。そんな
環境で、神楽をやりたいと思う子どもは自分から選択して、それを習うことができた。もちろ
んそれは地区ごとの祭りに奉納される神楽とは別のものだったが、少なくとも近年新たに太夫
になる若い演者たちの大半は、そうした場所を入口にして神楽に入ってきたのだった。聞けば
この地域で、学校に神楽クラブができたのは昭和 40 年代の初頭であったという。その裏には、
郷土の研究者であり、同時に地元の小学校長でもあり、後には町の教育長にもなった人物の存
在があった。後に知ることになったのだが、これは今回報告をいただいた事例の一つ、大鹿歌
舞伎の状況とよく似ている。 
 以来、子どもと民俗の関わりを考えるときに、私はいつもその状況を思い出す。翻って近年、
「学校で民俗芸能を！」というのがある種のブームのように持ち上げられるのを、漠然とした
不満をもって聞いていた。そこでは学校という制度にいかに民俗を取り込むかという学校教育
側からの発言が目立ち、民俗が「教材」として都合よく使われるばかりのように思われたから
である。もっと民俗の側から、対等の立場で学校に声を届かせられないかというのが、今回の
協議会のテーマを考えた背景にあった。 
 残念ながら、学校関係者を多く招いて直接的にこの問題を討議するという目論見は、様々な
事情で断念せざるを得なくなった。だとしたら、「学校」という枠組みを相対化する意味も含
めて、もっと広い文脈で子どもと民俗の関わりを考えてみようということになった。もともと
子どもの行事として伝えられた大磯の七夕行事、あるいはいかにも学校で体験させやすい民俗
芸能などに対して、もっと潜在的な生活文化としての東北の餅食文化などはそうして視野に入
ってきたものである。 
 さて、この報告書をお読みいただいた方であれば、前に述べた私の雑駁な理解が、見事に、
良い意味で粉砕されたことはお分かりだろう。子どもと民俗をめぐる実践的な取り組みには、
学校だけではなく、民俗と子どもを媒介する様々な立場がある。博物館や資料館、公民館とい
った公的な組織はもちろんのこと、子どもの保護者や地域にやってくる新住民のような、一見
民俗の伝承とは縁遠い個人まで。そういう多様な立場を踏まえて、子どもが民俗に触れるため
のネットワークをどのように構築するかというのが、おそらく今回の事例すべてにわたる共通
の重要性の認識であった。唯一の学校での実戦例であった直根小学校の例でも、学校がなくな
った後ですら、地域を母体としてその実践を繋げていこうというリベラルな発想をされている。
学校か民俗かという二項対立的な捉え方は、そういう実践を展開していくためには制約にしか
ならない。多くの学校が、学校という制度の枠組みに固く閉じこもるのではなく、地域の様々
な立場の人々との関係を積極的に築いてくれれば、そこから生まれる実践の可能性の幅も大い
に広がるだろう。逆に地域で民俗に関わる立場からも、学校に対してもっと多くのアイデアを
投げ掛けられるよう、準備をしなければならない。今回の協議会がそのお役に少しでも立った
のであれば嬉しく思う。 
 もう一つ浮かびあがってきたのは、現在における民俗への関わりの意義を、どのように表す
ことができるかという課題である。民俗文化財に関わる立場では、その民俗事象がこれからも
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長く伝承されることが是であり、最優先の課題であると無条件に考えがちである。もちろん、
結果としてそうなるのであればこれは喜ばしいことだが、それ自体が自己目的化してしまうと
いう危険性を意識する必要があらためて感じられた。伝承が次世代に続くか否かはあくまで結
果であって、そこに参加する人が何を求めて、どんな意義を見いだしてそれに関わるのかとい
うことこそ、考えなければならない問題である。 
 その意味で、総合討議のなかで議論されたように、民俗の伝承に関わることの楽しさの認識、
関わることで生まれたり得られたりするものということを、時代に合わせて再考し続けなけれ
ばならないだろう。多くの民俗芸能や行事を意味付けてきたとされる農耕予祝や疫病除けや祖
先供養などといった観念を、今の時代の子どもに押し付けても無意味である。その一方で、民
俗に親しむことから得られるものは、今の時代にもあるはずである。一緒に行事をやることで
得られる友達や世代の離れた地域の人との関係、そうした人とのつきあいの作法を知ること、
何かを作り上げたり、ある役割を演じきることの達成感、あるいはそこでおいしいものを食べ
られたり、楽しいことをしたという単純な喜び、そういうものを民俗に関わることを通して、
子どもたちにどれだけ感じてもらうことができるかという指摘はきわめて重要だと思われる。
東北の餅食の事例のように、意外と知らない、自分の生活する地域の文化の「発見」というの
も、そうした喜びや楽しみに繋がっているはずである。 
 これはまた、コメンテーターの橋本氏が指摘するように、こうした話題を文化財に指定され
た民俗芸能や行事だけを事例に考えることの危うさにも繋がる問題だろう。指定を受けた文化
財としての民俗であれば、何となく伝承することの大義を自明のことのように納得してしまう
が、それではそういうものが地元にある子どもだけ、そういうものに触れる機会がある子ども
だけしか導けない。しかし民俗とはそもそも、人の生活の中に様々なかたちで存在する身近な
もののはずである。普段は気がつかないかもしれないが意外と身近にある民俗に、新たに出会
う子どもたちの一人一人に対して、そこにどんな魅力があるのかを考え、感じてもらえるよう
な仕掛けを用意する。それこそが、子どもと民俗という問題を考える私たちに課された役割な
のだと言えそうである。 
 私たちがこれから考えなければならない課題が多く出た協議会であったが、それこそ多くの
立場の人を招いて開催するこの会の醍醐味である。報告者、コメンテーター、そして参加した
すべての方々にあらためて感謝する。 
 
（文責・俵木悟） 
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